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受賞11作品が決定 Travel Industry Monthly Report
 （今月の旅行業界）
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過
去
最
高
の
12
万
５
９
８
９
人
が
来
場

出
展
団
体
も
１
５
６
カ
国
・
地
域
か
ら

計
７
０
８
企
業
・
団
体
に

 

Ｊ
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Ａ
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一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
）
は
、
２
０
１
２
年
9
月
21
日
〜
23
日
の
3

日
間
、
東
京
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
23
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
海
外
旅

行
、
訪
日
旅
行
、
国
内
旅
行
の
三
位
一
体
の
総

合
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
旅
行
業
関
係
者
や

海
外
旅
行
フ
ァ
ン
の
一
般
消
費
者
が
多
数
来
場

し
ま
し
た
。

　
出
展
団
体
数
は
過
去
最
高
の
１
５
６
カ
国
・

地
域
か
ら
計
７
０
８
企
業
・
団
体
。
ま
た
、
来

場
者
数
は
業
界
日
3
万
９
０
４
３
人
（
11
年

比
1
万
１
８
６
５
人
増
）
、
一
般
日
初
日
が

4
万
７
１
２
０
人
（
同
１
９
３
２
人
増
）
、
2

日
目
が
3
万
９
８
２
６
人
（
同
５
０
４
４
人

減
）
と
な
り
、
合
計
で
は
12
万
５
９
８
９
人

（
同
８
７
５
３
人
増
）
と
、
こ
ち
ら
も
過
去
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、世
界
各
地
の
観
光
情
報
を
集
め

た
り
、
工
芸
品
や
音
楽
、
グ
ル
メ
を
堪
能
す
る

人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
各
国
の
伝
統
舞
踊
や
音
楽
、
旅
先
で
楽

し
む
水
着
や
ネ
イ
ル
シ
ョ
ー
、
お
笑
い
や
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
。
国
内
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
東
北
の
伝
統
芸
能
か
ら
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
、
日
本
の
多
彩
な
魅

力
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

●
羽
田
国
土
交
通
大
臣
も

　
旅
博
を
視
察

　
一
般
公
開
日
の
初
日
の
お
昼
頃
に
は
旅
博
事

務
局
で
は
入
場
制
限
が
検
討
さ
れ
る
ほ
ど
。
会

場
は
ど
こ
も
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
23
日
の
日
曜
日
に
は
、
羽
田
雄
一
郎

国
土
交
通
大
臣
と
井
手
憲
文
観
光
庁
長
官
が
連

れ
立
っ
て
J
A
T
A
旅
博
の
視
察
に
来
場
さ

れ
、
約
4
時
間
に
わ
た
っ
て
、
出
展
ブ
ー
ス
を

視
察
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

●
商
談
会
も
大
盛
況
で
し
た

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
、

さ
ら
に
は
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
催

さ
れ
、
そ
の
会
場
も
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

井手長官（左）とともにミスハワイと一枚

ブ
ー
ス
を
視
察
さ
れ
る
羽
田
国
土
交
通
大
臣

メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
活
発
に

J
A
T
A
国
際
商
談
会
も

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。



フォトレポート

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
を
開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
登
壇
者
ら
が
熱
い
議
論

「
デ
ジ
タ
ル
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が

に
」

マ
イ
ケ
ル・フ
レ
ン
ツ
ェル
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
会
長
の
基
調
講
演（
要
旨
）
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旅
博
と
並
行
し
て
、
9
月
21
日
に
は
、
「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
挨
拶
し
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
菊
間
潤
吾

会
長
は
、
「
昨
年
の
7
月
か
ら
日
本
人
渡
航
者

数
が
連
続
14
カ
月
に
わ
た
り
前
年
同
月
を
上
回

る
な
ど
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
は
勢
い
を
取

り
戻
し
て
い
る
」
と
指
摘
、
成
熟
市
場
と
し
て

の
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
強
調
し
ま
し

た
。
開
会
式
に
は
国
土
交
通
省
の
奥
田
健
副
大

臣
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
「
観
光
は
今
後
の

世
界
経
済
や
社
会
の
発
展
を
牽
引
す
る
極
め
て

重
要
な
産
業
だ
」
と
語
り
、
「
観
光
立
国
の
実

現
と
国
際
観
光
の
促
進
に
向
け
て
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
式
で
は
、
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
の
会
長
を
務
め
る
Ｔ

Ｕ
Ｉ 

Ａ
Ｇ
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
レ
ン
ツ
ェ
ル
会

長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」
の
表
彰
式
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
日
午
後
か
ら
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
開
発
に
向
け
て
、

登
壇
者
ら
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
は
着
実
に
成
長
を
続

け
て
お
り
、
世
界
経
済
へ
の
影
響
も
今
ま
で
に

な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
長
を
続
け
る
旅
行
市
場
で
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
も
変
化
と
多
様
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め

て
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
は
顧
客
ニ
ー
ズ
を
正

確
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
成
熟
市
場

で
あ
ろ
う
と
、
新
た
な
市
場
で
あ
ろ
う
と
、
顧

客
ニ
ー
ズ
の
正
確
な
把
握
に
よ
っ
て
差
別
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
な
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
中
に
い
ま
す
。
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク

や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
お
客
様
か
ら

の
迅
速
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
客

様
と
の
対
話
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
顧
客
と
の
接
点
を
で
き
る
限
り

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、「
お
客
様
第
一
」
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
さ
れ

た
扱
い
を
求
め
て
い
る
お
客
様
は
、
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
を
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
な
経
験
で
満
た

す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
リ
テ
ー

ラ
ー
で
あ
ろ
う
と
、
ホ
テ
ル
で
あ
ろ
う
と
、
エ

ア
ラ
イ
ン
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
で
す
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
旅
行
と
い
う
も
の
を
特

別
な
経
験
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

マイケル・フレンツェル
WTTC会長

海外旅行需要喚起を目指して制定されたツーリズム大賞
では、台湾観光局とメルコスール観光局、フィンエアー、
日本テレビが各部門で表彰されました

「新たなマーケットの可能性と旅行会社の役割」がテーマ
のシンポジウムでは、独自の取り組みで成果を収めてい
る旅行会社による報告を踏まえ議論が展開されました

訪日旅行市場の拡大に向けて、インバウンドのビジネス
モデルなどが議論されたシンポジウムでは、ホテルやラン
ドオペレーターの品質保証にも焦点が当てられました

菊間潤吾JATA会長

来賓の奥田建国土交通省副大臣

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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写
真
で
見
る

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２（T

our Grand Prix 2012

）

栄
え
あ
る
受
賞
に
、は
じ
け
る
笑
顔
、喜
び
の
声

井手観光庁長官から表彰されるワールド航空サービス
の乗田憲一さん。「インスブルック観光局をはじめ関
係者の方々の協力があってのこと」と喜びの声。

添乗中に松島で震災にあったクラブツーリズムの旭岡智子さ
ん。「現地の人にいろいろと助けていただき、恩返しのツアー
を作ると心に誓っていました」と喜びを爆発させていました。

「現地のオペレーターはじめ関係者の方々に感謝した
い」とJTBワールドバケーションズ西日本販売本部の
山本琢磨さん。

ア
ジ
ア
』
」
、
国
内
・
訪
日
部
門
か
ら
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
第
2
国
内
旅
行
セ
ン
タ
ー
の
「
が

ん
ば
ろ
う
三
陸
復
興
支
援
ツ
ア
ー　

港
町
に

鳴
り
響
く
…
鉄
道
の
音
、
船
の
汽
笛
、
朝
の

喧
騒　

絆
で
つ
な
ぐ
三
陸
路
2
日
間
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
旅
行
部
門
の
グ

ラ
ン
プ
リ
に
は
、
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
の
「8D

 
jalan JEPU

N

〜T
A
IW
A
N
 Bersam

a D
J 

W
arna 94.2fm

（
ム
ス
リ
ム
沖
縄
4
泊
5
日

ツ
ア
ー
）
」
が
選
出
さ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
栄
え
あ
る
受
賞
に
笑
顔
が
は
じ

け
、
喜
び
の
声
が
爆
発
し
て
い
ま
し
た
。

っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
ツ
ア
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

か
ら
名
称
変
更
す
る
と
と
も
に
、
今
回
は
、
旅

行
業
の
企
画
力
を
広
く
一
般
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
発
表
の
場
を
こ
れ
ま
で
の
業
界
日

か
ら
一
般
公
開
日
に
改
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
は
海
外
、
国
内
・
訪

日
旅
行
で
最
も
優
れ
た
企

画
旅
行
（
募
集
型
・
受
注

型
） 

に
対
し
て
表
彰
を
行

う
も
の
で
す
。
今
回
は
全
応

募
１
４
８
作
品
の
中
か
ら
11

作
品
が
選
出
さ
れ
、
栄
え
あ

る
国
土
交
通
大
臣
賞
に
輝
い

た
の
は
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー

ビ
ス
の
「
新
提
案
２
０
１
１

ワ
ー
ル
ド
サ
マ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

　

ア
ル
プ
ス
の
古
都　

イ
ン

ス
ブ
ル
ッ
ク
長
期
滞
在
の

旅
」
（
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
）
、
ま

た
観
光
庁
長
官
賞
に
は
海
外

部
門
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
西
日
本
販
売

本
部
の
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
お
買
得
旅

『
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
楽
し
む　

　
旅
行
業
に
お
け
る
企
画
力
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
優
秀
な
ツ
ア
ー

を
選
出
す
る
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２

（T
our Grand Prix 2012

）
の
表
彰
式

が
、一
般
公
開
日
の
９
月
22
日
（
土
）、
旅
博
会

場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
18
回
に
わ
た

フォトレポート

主
催
：
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
実
行
委

員
会

後
援
：
国
土
交
通
省
、
観
光
庁
、
一
般
社
団
法

人
日
本
旅
行
業
協
会
、
日
本
旅
行
作

家
協
会

運
営
：
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
運
営
事

務
局

※
受
賞
ツ
ア
ー
、
受
賞
者
一
覧
は
13
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ムスリム団体を沖縄に誘客するというかつ
てない企画にチャレンジした沖縄ツーリスト
のデニス・トルトーナさんと宮部樹海さん。

審査委員長を務めた日本旅行作家協
会名誉会長の兼高かおるさん。

後援者を代表してあいさつするJATA理事、グ
ローバルユースビューローの古木康太郎会長。

最終審査を担当した早稲田大学名誉
教授の吉村作治さん。
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　今月号から「じゃたこみ」を誌面刷新します。周知の通り、インターネット直販、LCCの参入などに象徴されるように、旅行産業を取り巻く環境は
激変し、JATA会員各社の経営もかつてないほどの厳しい局面を迎えています。
　こうした中で、旅行会社が広く社会から必要とされる産業となること、つまり旅行会社の社会的有用性をこれまで以上に高めることが、何はさ
ておいても求められている、といっても過言ではありません。
　その意味で、今こそ旅行産業のとしてのプレゼンスを示す時であり、そのためには業界団体であるJATAの情報発信力を一段と強化する必
要があります。「新・じゃたこみ」では、JATAの政策決定や諸課題に対する取り組みを、会員の皆様に積極的にご報告し、風通しの良いJATAと
して皆様とともに前進していきたいと考えております。

（JATA会長・菊間潤吾）

発行　一般社団法人　日本旅行業協会
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-3
　　　　　　　　　　　　　　全日通霞が関ビル3階
TEL：03-3592-1271（代表）　TEL：03:3592-1244（広報）
FAX：03-3592-1268
http://www.jata-net.or.jp/

絵・大槻　綾子（おおつき　あやこ）
跡見学園卒業後、誠和染色教室で臈纈染を学び、以降50
年日本・世界各地を巡り、その風景を数多く作品にする。
●大槻綾子展　2012年11月27日～12月2日　於：埼玉
県立近代美術館にて

特集　動き出した東北復興支援プロジェクト
　　　東北6県へ会員社員など1000人を派遣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

政策検討特別委員会報告／田川博己委員長にインタビュー
協会内外の環境変化に対応し事業展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
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『たびフォトサーチ』が、
宿泊施設様、観光協会様等の
「経費削減」「営業拡大」をお手伝い。

今月の表紙　ウズベキスタン

「じゃたこみ」刷新にあたって



具
体
的
な
形
で

復
興
支
援
を

J
A
T
A

　菊
間
潤
吾
会
長

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
事
業
計
画
と
し
て「
東
北
復

興
支
援
」を
打
ち
出
し
て
い
る
中
で
、昨
年
以

上
に
取
り
組
み
を
強
化
す
る
施
策
と
し
て

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
東
北
復
興
支
援
１
０
０
０
人
プ
ロ

ジェク
ト
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
観
光
庁
が「
東
北
観
光
博
」を
実
施
し
て

官
民
挙
げ
て
需
要
の
回
復
に
努
め
て
い
ま
す

が
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
震
災
発
生
以
降
、独

自
に
取
り
組
ん
で
き
た
復
興
支
援
活
動
を
、

よ
り
具
体
的
な
形
で
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
国
内
旅
行
の
振
興
や
観
光
立
国
の
推
進
に

よ
る
地
方
経
済
の
活
性
化
が
国
策
と
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
中
で
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
業

界
団
体
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
座
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
同
時
進
行
で
展
開
さ
れ
る
今
回
の
プ
ロ
ジェ

ク
ト
を
通
じ
て
、会
員
各
社
が
東
北
地
方
で

の
新
た
な
素
材
発
掘
や
観
光
ル
ー
ト
開
発
に

取
り
組
み
、国
内
旅
行
や
訪
日
旅
行
の
事
業

拡
大
に
向
け
て
、一定
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
北
6
県
へ
会
員
社
員
な
ど
1
0
0
0
人
を
派
遣

協
会
挙
げ
て
の
プ
ロ
ジェク
ト
で
観
光
復
興
支
援

特
集

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
1
年
半
余
り
が
経
過
し
、東
北
地
方
で
は
観
光
復
興
に
向

け
て
着
実
な
歩
み
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、風
評
被
害
も
含
め
、東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
の
影
響
は
完
全
に
払
拭
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。震
災
発
生
直
後
か
ら
独
自
に

復
興
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
って
き
た
J
A
T
A
で
は
、新
た
な
旅
行
商
品
の
造
成
な

ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
協
会
全
体
で
進
め
る
た
め
、12
月
初
め
に「
東
北
復
興
支
援

1
0
0
0
人
プ
ロ
ジェク
ト
」を
実
施
し
ま
す
。

����������	
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����
������������

着
地
型
な
ど
新
た
な
商
品
造
成
へ

　
J
A
T
A
は
12
月
3
日
か
ら
4
日
の
1
泊

2
日
の
日
程
で
、
J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社

の
社
員
や
国
内
外
の
観
光
関
連
団
体
の
関
係

者
な
ど
合
計
1
0
0
0
人
を
、
青
森・岩
手・宮

城・
秋
田・
山
形・
福
島
の
東
北
6
県
に
派
遣
し

ま
す
。

　

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
1
年
半
余
り
が
経
過
し
、東
北
地
方
の
観
光

も
回
復
基
調
に
戻
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
に

よ
っ
て
は
依
然
と
し
て
直
接
的
な
被
害
の
影
響

が
残
っ
て
い
た
り
、
非
被
災
地
で
あ
っ
て
も
風

評
被
害
の
影
響
に
よ
り
回
復
が
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

観
光
庁
は
来
年
3
月
ま
で
の
約
1
年
間
に

わ
た
り
、東
北
の
地
域
全
体
を
博
覧
会
場
と
見

立
て
6
県
30
ゾ
ー
ン
を
、
核
と
な
る
パ
ビ
リ
オ

ン
と
位
置
づ
け
る「
東
北
観
光
博
」を
実
施
し
、

官
民
挙
げ
て
需
要
の
回
復
に
努
め
て
き
て
い

ま
す
。

　
J
A
T
A
と
し
て
も
、東
日
本
大
震
災
の
発

生
以
降
、
独
自
に
東
北
地
方
の
復
興
支
援
に

か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
よ

り
具
体
的
な
形
で
復
興
支
援
を
行
う
た
め
に
、

「
東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
旅
行
業
界
全
体

で
東
北
地
方
へ
の
旅
行
需
要
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社
の
社
員
を

中
心
に
1
0
0
0
人
を
東
北
6
県
に
派
遣
し

ま
す
。
東
京
か
ら
現
地
へ
の
往
路
は
、
J
R
東

日
本
の
協
力
に
よ
り
東
北
新
幹
線
1
編
成
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
移
動
し
、
各
県
と
の
協
議
に

よ
り
設
定
さ
れ
た
東
北
地
方
の
新
た
な
魅
力

を
発
見
す
る
研
修
コ
ー
ス
で
は
、
現
地
貸
切
り

バ
ス
の
車
中
で
地
元
関
係
者
に
よ
る
講
義
を

行
う
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
や
意
見
交
換
会
な
ど
も

開
催
。
着
地
型
旅
行
商
品
や
体
験
型
旅
行
商

品
な
ど
新
た
な
旅
行
商
品
の
造
成
を
図
る
た

め
の
研
修
活
動
と
同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
コ
ー
ス
も
設
定
す
る
予
定
で
す
。

東北観光博では9月15日、気仙沼が30番目のゾーンとして新たに加
わり、観光客も飛び入り参加してテープカットが行われました。



観
光
復
興
へ
の
強
力
な
追
い
風
に
福
島
県
／

佐
藤
雄
平
知
事

福島県／佐藤雄平知事

Message
　
未
曾
有
の
震
災
か
ら
１
年
７
カ
月
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
県
を
含
め
た
東
北
各
県

は
、
依
然
と
し
て
震
災
か
ら
の
復
興
・
復
旧
に
向

け
た
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
の

方
々
の
心
温
ま
る
御
支
援
を
い
た
だ
き
、一
歩
一
歩

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
支
援

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
東
北
は
各
県
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
い

自
然
景
観
に
恵
ま
れ
、
各
地
で
特
色
の
あ
る
歴

史
や
文
化
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な「
食
」や

温
厚
な
人
柄
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
多
く
の
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
東
北
の
玄
関
口
で
あ
る
福
島
県
は
、
尾
瀬
や

磐
梯
山
、
猪
苗
代
湖
な
ど
の
美
し
い
自
然
、フ

ル
ー
ツ
王
国
と
も
称
さ
れ
る
お
い
し
い
果
物
、
百

三
十
を
超
え
る
温
泉
な
ど
多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
お
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
る
県
民
性
が
息
づい
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
原
子
力
災
害
に
伴
う
風
評

被
害
に
よ
り
、
観
光
産
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
今
な
お
福
島
と
い
う
だ
け
で
敬
遠

さ
れ
て
し
ま
う
現
実
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
福
島
に
お
越
し
い
た
だ

き
、こ
の
福
島
の
魅
力
に
ふ
れ
て
い
た
だ
た
く
こ
と

が
県
民
に
と
っ
て
何
よ
り
の
エ
ー
ル
で
あ
り
、
復
興

に
向
け
た
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
東
北
復
興
支
援
活
動
１
０
０
０
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、ま
さ
に
旅
行
業
界
の
皆
様
に

し
か
成
し
得
な
い
企
画
で
あ
り
、
今
後
多
く
の

方
々
に
東
北
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の
強
力
な
追

い
風
に
な
る
も
の
と
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
豊
富
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
東
北
に
お
い

て
、
観
光
産
業
は
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま

す
。
裾
野
の
広
い
観
光
産
業
の
需
要
を
創
造
す

る
旅
行
会
社
の
皆
様
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
関
係
の
皆
様
の
御

尽
力
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
端
緒
と
し

て
、
東
北
各
県
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
、
観
光

復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

特集 動き出した東北復興支援1000人プロジェクト
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全
国
平
均
下
回
る
延
べ
宿
泊
者
数

　

観
光
庁
が
9
月
に
取
り
ま
と
め
た
今
年

第
2
四
半
期
（
4
月
〜
6
月
）
の
宿
泊
旅
行

統
計
調
査
に
よ
る
と
、
延
べ
宿
泊
者
数
は

1
億
0
0
3
3
万
人
泊
に
達
し
、前
年
同
期
比

10・
4
％
増
を
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
東
北
6

県
で
は
、
青
森・秋
田・山
形
の
3
県
が
前
年
比

で
増
加
を
示
す
一
方
、
岩
手・宮
城・福
島
の
3

県
は
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

各
県
別
で
は
、
青
森
県
が
1
0
3
万
4
6
1

0
人
泊
（
前
年
同
期
比
0・
7
％
増
）、
岩
手

県
が
1
4
2
万
1
9
5
0
人
泊
（
同
15・
0
％

減
）、
宮
城
県
が
2
3
0
万
9
0
7
0
人
泊

（
同
11・
3
％
減
）、
秋
田
県
が
85
万
6
7
9
0

人
泊
（
同
13・4
％
増
）、
山
形
県
が
1
1
9
万

5
8
7
0
人
泊
（
同
1・2
％
増
）、福
島
県
が

2
5
8
万
6
8
8
0
人
泊（
同
15・2
％
減
）と

な
っ
て
お
り
、プ
ラ
ス
を
記
録
し
た
3
県
で
も
、

青
森
県
と
山
形
県
は
1
％
前
後
の
微
増
に
と

ど
ま
っ
て
、
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
外
国
人
延
べ
宿
泊
数
を
み
る
と
、
全

国
の
延
べ
宿
泊
者
数
が
6
4
9
万
3
3
4
0

人
泊
で
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
影
響
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

前
年
同
期
と
の
比
較
で
は
56・
5
％
増
を
記
録

し
て
い
る
も
の
の
、
前
々
年
同
期
比
で
は
10・

2
％
減
と
2
桁
台
の
落
ち
込
み
を
示
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
東
北
6
県
の
場
合
、
青
森
県

が
9
7
2
0
人
泊
（
前
々
年
同
期
比
29・
9
％

減
）、
岩
手
県
が
8
9
5
0
人
泊
（
同
59・6
％

減
）、
宮
城
県
が
2
万
0
2
4
0
人
泊
（
同
52・

8
％
減
）、
秋
田
県
が
5
7
5
0
人
泊
（
同
69・

4
％
減
）、
山
形
県
が
5
4
9
0
人
泊
（
同
44・

9
％
減
）、
福
島
県
が
6
0
5
0
人
泊
（
同
78・

7
％
減
）
で
、
軒
並
み
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
マ
イ
ナ
ス
幅
と
な
り
ま
し
た
。
青
森
県

が
3
割
減
、
山
形
県
が
4
割
減
、
宮
城
県
が
5

割
減
、岩
手
県
が
6
割
減
、秋
田
県
が
7
割
減
、

福
島
県
が
8
割
減
と
い
う
大
幅
な
減
少
率
は
、

改
め
て
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
影
響
の
深
刻
さ
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
ま
す
。

会
員
旅
行
会
社
全
体
で
取
り
組
み

　
J
A
T
A
は
平
成
24
年
度
事
業
計
画
の
中

で
、「『
旅
の
力
』
の
訴
求
に
よ
り
旅
行
業
の
社

会
的
有
用
性
認
知
度
の
ア
ッ
プ
を
は
か
る
」
と

と
も
に
、「
国
内
旅
行
及
び
訪
日
旅
行
の
需
要

喚
起
を
通
し
て
、
地
域
と
の
連
携・
協
働
を
推

進
す
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
で
重
点
課
題
に
掲
げ
ら
れ

た「
新
た
な
旅
行
需
要
創
出
」で
は
、「
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
震
災
復
興
に
向
け
て
の
継
続

的
取
り
組
み
」も
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
北
復
興
支
援
1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
基
本
方
針
や
重

点
課
題
の
テ
ー
マ
を
実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
J
A
T
A
で
は
、
全
理
事・
役
員
や
各
県
の

副
知
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
東
北
復
興
支
援

1
0
0
0
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」（
委

員
長
＝
菊
間
潤
吾
J
A
T
A
会
長
）
を
組
織

し
、会
員
旅
行
会
社
全
体
で
取
り
組
み
を
図
り

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
東
北
各
県
の

新
し
い
魅
力
を
探
り
出
し
、
具
体
的
な
ツ
ア
ー

企
画
と
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て
、「
旅
の

力
」
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
、
会

員
各
社
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
向
け
て

も
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
東
北
の
復
興
状
況
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
落
ち
込
ん
で
い
る
東
北
地

方
へ
の
旅
行
需
要
の
回
復
を
図
り
、観
光
立
国

の
推
進
に
よ
る
地
方
経
済
の
活
性
化
と
い
う

旅
行
産
業
と
し
て
の
役
割
の
実
現
も
目
指
し

ま
す
。



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
①

今
回
の
テ
ー
マ
：
取
消
料

����������	
�
����
������������

　

消
費
者
心
理
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
近
年
の

傾
向
と
し
て
『
安
心
・

安
全
』
に
か
か
わ
る
物

事
に
つ
い
て
は
、
大
変

敏
感
に
な
っ
て
き
て
い

る
点
が
顕
著
で
す
。
国

内
・
海
外
を
問
わ
ず
自
分
の
旅
行
先
が
新
聞
紙
面
や
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
等
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
状
況
に
な
る
と
、

『
不
安
感
』
か
ら
旅
行
の
取
り
消
し
を
考
え
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
約
款
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
取
消
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
契
約
解

除
が
で
き
る
は
ず
と
い
う
主
張
を
さ
れ
る
消
費
者
の
方
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
夏
、
実
際
に
複
数
の
相
談
が
あ
っ

た
、『
こ
の
よ
う
な
事
態
で
取
消
料
を
収
受
す
る
と
は
何
事

だ
！
』
と
い
う
消
費
者
の
苦
情
事
例
に
つ
い
て
検
証
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　
「
私
は
中
国
旅
行
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
領
土
問
題
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る

中
、
自
分
自
身
で
も
現
地
で
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
不
安
に
駆
ら
れ
、
も
し
か
し
た
ら
暴
動
に
巻
き
込
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
A
社
に
ツ
ア
ー
の
取
り
消
し
を

申
し
出
ま
し
た
。
約
款
に
も
旅
行
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施

が
不
可
能
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
取
消
料
を
支
払

う
こ
と
な
く
解
除
で
き
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
A
社
の
担
当
者
か
ら
は
こ
の
ケ
ー
ス
は
お
客
様

の
都
合
と
な
り
、
取
消
料
は
い
た
だ
く
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ

て
お
り
、
納
得
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
何
か
あ
っ
た
場
合
、

A
社
と
し
て
責
任
は
取
れ
る
の
か
？
と
も
主
張
し
ま
し
た

が
、
ろ
く
な
説
明
も
な
い
ま
ま
で
あ
く
ま
で
取
消
料
は
掛
か

る
と
い
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
誠
意
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。」

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　

今
夏
は
日
本
と
韓
国
・
中
国
の
間
に
あ
る
領
土
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
消
費
者
や
会
員
の
皆
様
か
ら
複
数
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
催
行
判
断
の
ひ
と
つ
の
指

針
と
な
る
外
務
省
海
外
危
険
情
報
に
お
い
て
は
、
中
国
全

土
を
対
象
と
し
て
の
最
近
の
日
中
関
係
の
動
き
に
か
か
わ

る
注
意
喚
起
と
い
う
こ
と
で
、
渡
航
情
報（
ス
ポ
ッ
ト
情
報
）

が
出
て
い
る
の
み
で
、
勧
告
対
象
と
し
て
の
渡
航
情
報
は
一

切
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
問
題
が
大
き

く
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
消
費
者
の
不
安
心
理
は

そ
れ
に
比
例
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
標
準
旅
行

業
約
款
に
は
、
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
、
第
16
条
第
2

項
3
号
で
、
旅
行
者
が
取
消
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
、
旅
行

開
始
前
に
契
約
を
解
除
で
き
る
事
由
の
一
つ
に
、『
〜
旅
行

の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
が
不
可
能
と
な
り
、
又
は
不
可
能

と
な
る
お
そ
れ
が
極
め
て
大
き
い
と
き
〜
』と
定
め
て
お
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
取
消
料
は
掛
か
ら
な
い
は
ず
で
し
ょ
う
、
と

申
し
出
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
こ
う
い
っ
た
事
態
に
お
い
て
、
募
集
型
企
画
旅

行
を
そ
の
ま
ま
催
行
す
る
か
、
契
約
解
除
し
催
行
中
止
と
す

る
か
は
企
画
実
施
会
社
の
判
断
に
拠
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
件
に
お
い
て
、
当
時
の
状
況
で
は
、
目
的
地

が
旅
行
に
支
障
を
き
た
す
状
況
下
で
は
な
く
、
ま
た
旅
行
の

安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
が
不
可
能
と
な
り
、
又
は
不
可
能
と

な
る
お
そ
れ
が
極
め
て
大
き
い
と
き
、
と
は
判
断
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
よ
っ
て
第
16
条
2
項
3
号
の
旅
行
者
の
解
除

権
は
発
生
せ
ず
、
取
り
消
し
の
場
合
は
お
客
様
の
都
合
と
な

り
、
所
定
の
取
消
料
収
受
は
旅
行
会
社
に
と
っ
て
当
然
の
権

利
で
あ
り
、
こ
の
度
の
A
社
の
対
応
も
全
く
問
題
な
い
も
の

で
す
。
ど
う
し
て
も
不
服
の
消
費
者
の
方
に
は
、
司
法
の
判

断
に
委
ね
る
選
択
肢
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

後
は
、
こ
の
よ
う
な
案
件
を
申
し
出
る
旅
行
者
は
、『
で

は
渡
航
す
る
と
し
て
、
安
全
を
保
証
し
て
く
れ
る
の
で
す

ね
』
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て

は
、
必
要
な
危
険
回
避
の
措
置
を
と
る
な
ど
安
全
確
保
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
旅
行
会
社
は
安
全
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。



法
務
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ン
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第
１
回 

予
約
と
契
約

法務の窓口
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標
準
旅
行
業
約
款
で
は
、募
集
型
企
画
旅
行
に
つ
い
て
「
電

話
等
に
よ
る
予
約
」
の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
「
予
約
」
と
い
う
言
葉
が
日
常
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
場

合
、
必
ず
し
も
、
標
準
旅
行
業
約
款
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

「
法
律
用
語
と
し
て
の
意
味
合
い
」
で
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
営
業
現
場
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、今
回
は
こ
の
言
葉
に
着
目
し
て
み
ま
し
た
。

「
予
約
」は「
お
取
り
置
き
」

　

デ
パ
ー
ト
に
電
話
を
掛
け
て
店
頭
に
お
目
当
て
の
品
が
あ
る

か
ど
う
か
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
は「
一

つ
だ
け
あ
り
ま
す
の
で
お
取
り
置
き
し
ま
し
ょ
う
か
。
今
日
の

○
時
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
快
く
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

客
が
指
定
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
取
り
に
行
け
ば
、
そ
こ
で
売
買

契
約
が
成
立
し
品
物
が
引
き
渡
さ
れ
ま
す
が
、
行
か
な
け
れ
ば

品
物
は
売
り
場
の
棚
に
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
「
お
取
り

置
き
」
が
法
的
に
は
「
予
約
」
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。「
予

約
」
と
は
、こ
の
よ
う
に
、将
来
に
お
い
て
特
定
の
契
約
（「
予

約
」に
対
す
る
意
味
で「
本
契
約
」と
も
い
い
ま
す
。）を
成
立
さ

せ
る
こ
と
を
約
束
す
る
契
約
で
す
。
そ
し
て
、
取
引
の
当
事
者

の
一
方
が
、
相
手
方
に
対
し
て
契
約
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
の
意

思
表
示
（
こ
の
例
で
は
指
定
さ
れ
た
時
刻
ま
で
に
売
場
に
買
い

に
行
く
こ
と
。）を
し
た
時
に
本
契
約
が
成
立
し
ま
す
。こ
れ
に

対
し
て
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
等
が
一
般
販
売
に
先
駆
け
て
申
し
込

み
を
受
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
入
場
券
の「
先
行
予
約
」は
、予
約
と

い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
て
も
、
申
し
込
み
時
に
代
金
を
振
り
込

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
本
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
旅
行
業
界
に
関
連
の
深
い
宿
泊
の
事
例
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
ホ
テ
ル・
旅
館
で
も
予
約
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
、
観
光
庁
で
公
示
し
て
い
る
モ
デ
ル

宿
泊
約
款
に
は
「
予
約
」
と
い
う
考
え
方
が
な
く
、
宿
泊
客
が

宿
泊
施
設
に
宿
泊
の
申
し
込
み
を
し
、
宿
泊
施
設
が
こ
れ
に
応

じ
た
と
き
に
宿
泊
契
約
が
成
立
し
ま
す（
モ
デ
ル
宿
泊
約
款
第

３
条
第
１
項
）。
つ
ま
り
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
使
わ
れ
る
予
約

と
は
本
契
約
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
常
用
語
と
し

て
使
わ
れ
る
予
約
と
い
う
言
葉
は
、
往
々
に
し
て
法
律
用
語
と

違
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
業
約
款
で
使
わ
れ
て
い
る

「
予
約
」

　

標
準
旅
行
業
約
款
で
は
、
電
話
等
の
通
信
手
段
に
よ
る
予

約
の
規
定
が
あ
り
、
お
客
様
が
電
話
で
予
約
し
た
と
き
は
、
旅

行
業
者
が
指
定
す
る
期
間
内
に
申
込
金・
申
込
書
を
提
出
し
、

こ
れ
を
以
て
予
約
を
本
契
約
に
す
る
（
旅
行
契
約
が
成
立
す

る
。）と
し
て
い
ま
す（
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
第
６
条
）。

こ
の
場
合
の
予
約
は
、
法
律
用
語
ど
お
り
の
意
味
合
い
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、店
頭
の
取
引
の
場
合
で
も
、「
仮
予
約
」、

「
仮
押
さ
え
」な
ど
と
呼
ん
で
、電
話
等
に
よ
る
予
約
と
同
様
の

取
り
扱
い
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
こ

の
場
合
、
お
客
様
が
「
旅
行
業
者
の
指
定
し
た
期
間
」
に
取
り

消
し
た
場
合
に
は
、
旅
行
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
取
消

料
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
他
方
で
、「
予
約
申
込
書
」や「
予
約
確
認
書
」と
い
う
言
葉

が
、
店
頭
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
書
類
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
本
契
約
の
申
込
書
で
あ
っ
た

り
、
契
約
成
立
の
確
認
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
旅
行
業
者
が
送
付
し
た
書
類
が「
予
約
確
認
書
」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
申
込
金
を
支
払
っ
て
旅
行

契
約
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
予
約
が
成
立
し

た
だ
け
で
、
旅
行
代
金
の
残
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
で
契
約

は
成
立
し
て
い
な
い
。」
と
独
自
の
理
論
を
展
開
し
て
取
消
料

の
支
払
い
に
応
じ
な
い
（
申
込
金
の
全
額
返
金
を
請
求
す
る
）

お
客
様
が
い
ま
し
た
。

　
た
と
え
広
く
日
常
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
っ

て
も
、
お
客
様
と
の
契
約
の
基
本
と
な
る
旅
行
業
約
款
で
法
律

用
語
と
同
じ
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
客
様
と
や
り
取

り
す
る
他
の
書
類
で
も
、

同
じ
意
味
合
い
で
使
う

べ
き
で
し
ょ
う
。
一
度
、

手
元
の
書
類
を
見
直
し

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。　　
　
　
（
平
石
）

お客様の信頼確保にコンプライアンスは必須。
10月から12回、旅行取引に関わる基本的な法務知識のうち、
誤解しやすいテーマを取り上げて分かりやすい文章で解説します。



旅
行
業
法
制
度
研
究
部
会
が
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
法
制
委
員
会
）

女
性
の
視
点
か
ら
収
益
改
善
を
協
議

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
関
東
支
部
に

「
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ 

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
委
員
会
」が
発
足

委員会報告
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⑴ 

経
緯

　
平
成
24
年
度
第
６
回
法
制
委
員
会（
平
成
24

年
３
月
28
日
開
催
）
に
お
い
て
、旅
行
業
法
制

度
研
究
部
会（
以
下「
研
究
部
会
」と
い
う
）の

設
置
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
９
月
か
ら
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

⑵ 

研
究
部
会
設
置
の
背
景

　
近
年
、
旅
行
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
き

の
普
及
に
よ
り
旅
行
商
品
の
流
通
構
造
が
変

化
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
が
普
及
し
、
ま
た
日
本
の
消
費
者
が
海
外
の

旅
行
事
業
者
に
直
接
ア
ク
セ
ス
し
て
ホ
テ
ル

を
手
配
す
る
等
の
取
引
き
が
ご
く
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
航
空
会
社
は

直
販
を
前
提
と
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｘ
運
賃
を
拡
充
し

て
お
り
、
ま
た
日
本
に
も
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
本
格
的
に

就
航
す
る
等
、
旅
行
商
品
の
企
画
を
巡
る
環
境

も
変
化
し
て
い
ま
す
。消
費
者
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

が
旅
行
業
者
に
求
め
る
社
会
的
役
割
が
大
き

く
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
を
踏
ま
え
、
法
制
委
員
会

で
は
、
現
行
の
旅
行
業
法
を
中
心
と
し
た
法
令

や
標
準
旅
行
業
約
款
が
果
し
て
い
る
役
割
や

問
題
点
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け

て
中
長
期
的
視
点
か
ら
こ
れ
ら
の
法
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
根
本
か
ら
検
討
し
、
議
論
し

て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

そ
こ
で
、
９
月
12
日
（
水
）
に
第
１
回
研
究
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
に
は
、
海
外
旅

行
、国
内
旅
行
及
び
訪
日
旅
行
等
に
携
わ
る
経

験
豊
か
な
方
々
を
選
任
し
た
ほ
か
、（
社
）
全

国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
や
学
識
者
も
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
、
今
後
、
活
発
な
議
論

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
研
究
部
会

の
議
論
の
概
要
は
、
次
回
以
降
の
「
じ
ゃ
た
こ

み
」
等
を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
皆
様
の
意

見
も
反
映
し
た
幅
広
い
議
論
の
場
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

⑶ 

今
後
の
見
通
し

　

今
後
は
、
月
１
回
か
ら
２
回
の
ペ
ー
ス
で
議

論
を
重
ね
、
来
年
夏
頃
に
は
「
中
間
報
告
」
と

い
う
形
で
議
論
を
整
理
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
関
東
支
部
で
は
、６
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
第
２
回
幹
事
会
で
「
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ 

Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
委
員
会
」
の
設
立
が
承
認
さ
れ
、同
日

の
夕
方
、
同
委
員
会
の
第
１
回
会
合
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
「
女
性
の
視
点
か

ら
業
界
の
問
題
を
協
議
、
検
討
を
通
じ
て
改
善

す
る
」こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。同
委
員
会
の

設
立
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
同
支
部

の
村
山
と
よ
子
副
支
部
長
（
村
山
ツ
ー
リ
ス
ト

ビ
ュ
ー
ロ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
に
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
「
９
月
に
開
い
た
第
２
回
会
合
で
も
、
第
１

回
と
同
じ『
店
頭
販
売
現
場
か
ら
収
益
改
善
策

を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
販
売
や
店
頭
販
売
に
お
け
る
課
題
と
旅

行
業
の
収
益
悪
化
を
招
く
問
題
の
解
決
策
や

収
益
向
上
策
を
中
心
に
協
議
を
重
ね
、意
見
を

交
換
し
て
い
ま
す
」

前
向
き
で
建
設
的
な
議
論
を

　
「
収
益
改
善
に
つ
い
て
は
、
各
社
が
個
別
に

企
業
努
力
で
行
う
部
分
と
業
界
全
体
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、
大
き
く
２
つ
の

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
個
別
の
企
業
努
力
は
各

社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
重
投
資
や
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
手
数
料
、
取
消
料
の
問
題
な
ど
、
業
界
全

体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
女

性
の
視
点
か
ら
解
決
に
向
け
た
道
筋
を
探
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
「
例
え
ば
、
取
消
料
の
場
合
、
１
カ
月
前
ま

で
は
発
生
し
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
根
本

的
な
原
因
と
な
り
、
収
益
の
悪
化
に
も
直
結
し

て
し
ま
い
ま
す
」

　
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ガ
バ
ナ
ン
ス
や
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
時
代
で
す
が
、

そ
う
し
た
課
題
は
、
適
正
な
収
益
が
確
保
さ

れ
て
こ
そ
の
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
旅
行

業
界
を
『
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
』
と
い
う

状
況
へ
変
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
前
向
き
で
建

設
的
な
議

論
を
重
ね

て
い
く
こ

と
が
で
き

れ
ば
と
考

え
て
い
ま

す
」

JATA関東支部副支部長の村山とよ子さん
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◉
支
部
活
動
報
告

・
９
月
５
日
か
ら
７
日
の
２
泊
３
日
、
に
っ

ぽ
ん
丸
ク
ル
ー
ズ
研
修
（
国
内
旅
行
委
員

会
）

　
網
走
港
出
港　
知
床
半
島
接
航
後
、
礼
文
島

か
ら
小
樽
港
へ
。

・
９
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
翌
年
１
月
31
日
ま
で
）

　
主
催
：
北
海
道
海
外
旅
行
促
進
事
業
実
行
委

員
会
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
協
力

・
支
部
会
員
リ
ス
ト
の
英
語
版
作
成
（
予
定
）

　
タ
イ
国
際
航
空
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
新
規

就
航
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
拡
大
に
む
け
、
英
語
版
リ
ス
ト
を

作
成
予
定
。

・
８
月
１
日　
タ
イ
・
香
港
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー

・
８
月
３
日　
第
１
回
海
外
旅
行
委
員
会

・
10
月
13
日
・
14
日
開
催
予
定
の
「
ソ
ラ
行

け
〝
旅
フ
ェ
ス
タ
〞
（
仙
台
空
港
国
際
化

利
用
促
進
協
議
会
主
催
）
」
の
協
力
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
会
員
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
の
参
考
デ
ー
タ
と
な
る
よ

う
、
来
場
者
に
向
け
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
を
使
っ
た
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
７
月
17
日　
若
手
を
含
む
実
務
者
向
け
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

　
関
東
支
部
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
と
東
京
都

と
の
共
催
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
本
部
協
力

企
画
と
し
て
開
催
。
東
京
都
産
業
労
働
部

観
光
部
の
井
口
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
担
当
課

長
か
ら
都
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
た
、
観
光
庁
国
際
交
流
推
進

課
の
亀
山
課
長
か
ら
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
通
訳
案
内
士
の
ジ
ョ
ー
岡

田
氏
が
、
通
訳
案
内
士
と
サ
ム
ラ
イ
日
本

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

・
８
月
７
日　
茨
城
県
地
区
委
員
会

　
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
風
評
被
害

に
つ
い
て
、
政
府
・
自
治
体
と
と
も
に
風

評
被
害
の
払
拭
と
あ
ら
た
な
観
光
振
興
施

策
実
施
要
望
が
だ
さ
れ
た
。

・
８
月
30
日　
関
東
運
輸
局
と
の
意
見
交
換

　
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
長
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
幹
部
と
支
部
幹
部
と
で
意
見
交
換

を
行
い
、課
題
・
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。

・
９
月
18
日　
総
務
委
員
会

　
担
当
委
員
よ
り
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
内

部
統
制
に
つ
い
て
の
発
表
後
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

旅
博
２
０
１
２
で
の
関
東
支
部
主
催
セ
ミ

ナ
ー
の
運
営
確
認
を
し
た
。

・
８
月
３
日　
『
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
』
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
中
部
国
際
空
港
利
用
促
進
協
議
会
主
催
、Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ・Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
協
力
の
若
年
層
海
外
旅
行
促

進
キ
ャンペー
ン
展
開
に
向
け
て
の
会
議
開
催

・
８
月
18
日　
社
会
貢
献
活
動
（
愛
知
地
区
委

員
会
）

　
愛
知
県
半
田
市
街
の
清
掃
活
動
に
31
名
が
参

加
・
「
ワ
ー
ル
ド
リ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
始

　
期
間
：
２
０
１
２
年
10
月
１
日
〜
２
０
１
３

年
３
月
31
日

・
９
月
２
日
社
会
貢
献
活
動
（
福
井
地
区
委
員

会
）

　
福
井
県
芦
原
市
街
の
清
掃
活
動
に
65
名
が
参

加
・
８
月
31
日　
「
ア
ジ
ア
の
教
育
旅
行
・
英
語

研
修
・
留
学
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
ア
ジ
ア
への
修
学
旅
行
や
研
修
旅
行
、英
語
留

学
を
促
進
す
る
た
め
、約
50
名
様
の
関
西
地

区
各
大
学
、高
等
学
校
、各
旅
行
会
社
と
ア
ジ

ア
各
国
観
光
局
と
情
報
交
換
を
行った
。

・
９
月
４
日　
２
０
１
２
中
国
地
方
国
際
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
主
催
：
中
国
運
輸
局
、
中
国
地
域
観
光
推
進

協
議
会

　
中
国
地
方
及
び
愛
媛
県
へ
の
訪
日
観
光
客
誘

客
の
た
め
、中
国
・
韓
国
・
台
湾
よ
り
45
社

の
旅
行
社
を
招
へ
い
し
商
談
会
等
実
施
。

支
部
会
員
が
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
加
。

・
９
月
15
〜
９
月
17
日　

「
ア
ジ
ア
太
平
洋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
福
岡
２
０
１
２
（
福
岡
市

ア
ジ
ア
マ
ン
ス
実
行
委
員
会
主
催
）
」
開
催

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
主
催
に
て
消
費
者
向
け
に
出
展
観

光
局
の
協
力
を
得
て
「
知
っ
て
得
す
る
海

外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。

・
９
月
16
日　
「
飛
び
出
せ
海
外
へ
（
福
岡
空

港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
主
催
）
」
に
後
援
し
、

支
部
会
員
旅
行
会
社
の
海
外
旅
行
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
会
場
に
陳
列
し
た
。

・
８
月
８
日　
那
覇
市
観
光
功
労
者
と
し
て
、

沖
縄
支
部
の
前
支
部
長
、
新
垣
安
男
氏
が

受
賞　

・
８
月
29
日　
苦
情
処
理
委
員
会

・
９
月
10
日　
海
外
旅
行
委
員
会

　
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
双
方
向

チ
ャ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

検
討
、
今
後
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
基
本
に
し
た
委
員
会
活
動
の
方
向
性
を

確
認
し
た
。

・
９
月
20
日　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会

関
東
支
部

関
西
支
部

北
海
道
支
部

中
四
国
支
部

東
北
支
部

沖
縄
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部



　

日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）は
６
月
14
日
、協
会
内
外
の

環
境
変
化
に
即
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、政
策
検
討
特
別

委
員
会（
委
員
長
＝
田
川
博
己
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）を
設
置
し
ま

し
た
。同
委
員
会
で
は
、ま
ず
、現
状
認
識
と
政
策
検
討
に
向

け
た
課
題
整
理
を
行
い
、必
要
な
も
の
か
ら
２
０
１
３
年
度
の

事
業
計
画
に
盛
り
込
む
な
ど
、具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。同
委
員
会
の
田
川
委
員
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

協
会
内
外
の
環
境
変
化
に
対
応
し
事
業
展
開

組
織
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
促
す

田川博己ＪＡＴＡ副会長

JATA政策検討委員会／田川委員長インタビュー
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業
界
団
体
と
し
て
現
状
認
識
示
す

　
「
海
外
旅
行
が
自
由
化
さ
れ
た
昭
和
40
年
代

前
後
か
ら
、
空
港
整
備
の
進
展
や
ジ
ャ
ン
ボ
機

の
乗
り
入
れ
、
新
し
い
団
体
運
賃
の
導
入
、
各

国
で
の
査
証
の
廃
止
、
旅
行
業
法
の
改
正
な
ど

が
進
み
、
旅
行
業
界
に
よ
る
需
要
創
造
の
努
力

と
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
マ
ッ
チ
し
て
、
年
間
渡
航

者
数
も
１
０
０
０
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
10
年
く
ら
い
を
み

る
と
、
旅
行
業
界
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
需

要
整
備
の
進
捗
は
停
滞
気
味
で
、
観
光
立
国
推

進
基
本
法
の
成
立
や
観
光
庁
の
設
置
、
オ
ー
プ

ン
ス
カ
イ
の
推
進
な
ど
、
一
定
の
成
果
も
あ
る

も
の
の
、
需
要
喚
起
の
実
現
に
は
い
た
っ
て
い

ま
せ
ん
」

　
「
こ
の
時
期
に
、
も
う
一
度
、
旅
行
業
界
の

現
状
認
識
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
、
課
題
整

理
と
政
策
執
行
の
立
て
直
し
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
、
政
策
検
討
特
別
委
員

会
の
大
き
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ビ

ジ
ッ
ト
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

て
10
年
近
く
も
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
訪
日
外

国
人
の
１
０
０
０
万
人
も
、
出
国
日
本
人
の

２
０
０
０
万
人
も
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
達
成

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
旅
行
業
界
も
色
々
な
努
力

を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
、

環
境
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
の

よ
う
に
思
え
ま
す
。
業
界
団
体
と
し
て
の
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
が
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
課
題
に
取

り
組
め
ば
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
環
境
整
備
を
側

面
か
ら
促
す
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
す
」

　
「
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
業
界
団
体
と
し
て
の

現
状
認
識
を
会
員
各
社
に
示
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
経
済
的
、
社
会
的
、
技
術
的
、
政
治・経
済

的
要
因
な
ど
の
マ
ク
ロ
環
境
分
析
、
供
給
側
、

需
要
側
、
事
業
者
間
競
争
、
新
規
参
入
な
ど
の

観
点
な
ど
か
ら
の
競
争
環
境
（
業
界
環
境
）
分

析
、
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
組
織
の
現
状
に
つ

い
て
も
、
言
及
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
認
識

に
つ
い
て
は
、
会
員
各
社
の
固
有
の
状
況
も
踏

ま
え
て
、
自
社
と
し
て
の
現
状
認
識
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

「
価
値
創
造
」の
考
え
方
を
ア
ピ
ー
ル

　
「
課
題
整
理
の
前
段
と
し
て
、業
界
団
体
と
し

て
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
目
標
を
『
国
を
挙
げ
た
観
光

立
国
の
実
現
に
よ
る
、
旅
行
業
界
の
健
全
な
発

展
と
地
位
の
向
上
』と
し
ま
し
た
。国
策
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

の
目
標
地
点
は
、
業
界
と
し
て
も
参
考
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が
国
の

政
策
と
遊
離
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、課
題
解
決
の

実
行
に
伴
う
、
定
期
的
な
頻
度
で
の
進
捗
チ
ェ

ッ
ク
や
方
向
性
の
再
設
定
な
ど
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

サ
イ
ク
ル
論
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
課
題
整
理
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
政

策
的
課
題
」と「
価
値
創
造
へ
の
課
題
」と
い
う

２
つ
を
想
定
し
ま
し
た
。
特
に
、
旅
行
業
の
生

業
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
意
味
で

も
、『
価
値
創
造
』は
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。た
だ
、稼
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
業
界
と
し

て
の
社
会
貢
献
や
社
会
的
価
値
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
観
光
立
国
と
い
う
展
開
の
中

で
、業
界
団
体
と
し
て
も『
価
値
創
造
』の
考
え

方
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
政
策
的
課
題
と
価
値
創
造
へ
の
課
題

に
つ
い
て
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
明
確
に
示
す
こ

と
で
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
運
動
論
や
経
営
論

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
し
、
関
係
省
庁
や

自
治
体
な
ど
へ
の
訴
求
力・
説
得
力
も
増
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
」

　
「
会
員
の
９
割
が
海
外
旅
行
を
中
心
に
扱
っ

て
い
る
中
で
、
大
手
や
中
小
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
共
存
す
る
た
め
に
は
、
年
間
渡
航
者
を

２
０
０
０
万
人
に
す
る
こ
と
は
最
低
条
件
で

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
20
年
後
、

30
年
後
を
考
え
れ
ば
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
国
内
旅
行
と
同
心
円
の

延
長
に
あ
り
、海
外
旅
行
と
国
内・イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
い
う
２
つ
の
大
き
な
課
題
と
相
互
に
関
連

す
る
課
題
に
つ
い
て
、
ど
う
や
っ
て
い
く
か
と

い
う
話
に
な
り
ま
す
」

　
「
個
別
の
課
題
を
短
期・
中
期・
長
期
の
ス
パ

ン
で
整
理
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
年
内
に
形
を
作
っ
て
来

年
度
か
ら
具
体
的
に
動
く
よ
う
な
テ
ク
ニ
カ
ル

テ
ー
マ
の
場
合
、
政
策
検
討
特
別
委
員
会
か
直

接
委
託
し
た
委
員
会
で
具
体
的
に
や
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
た
め
、現
在
、そ
の
抽
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
策
関
連
や
価
値
創
造
な

ど
抽
象
的
な
提
案
に
な
り
が
ち
な
課
題
は
、
政

策
検
討
特
別
委
員
会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
て
叩
き
台
を
作
っ
て
も
ら
い
、
政

策
検
討
特
別
委
員
会
と
協
議
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
今
年
度
中
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
、
来
年
度
か
ら
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」



・国民の休暇取得の促進（年休取得の法制化、休暇分散化、バカンスクーポン） 
・国民の観光立国推進の機運醸成　エンジン役としての旅行業
・エコツーリズム推進基本法や支援制度による地域振興の推進

・魅力ある業界作り

JATA政策検討に向けた課題整理
目標：国を挙げた観光立国の実現による、
　　 旅行業界の健全な発展と地位の向上

＜参考＞
観光立国推進基本計画（2016年までに実現すること）

＜想定される課題＞

価値創造産業
への進化

新しい需要
の喚起

観光立国の
推進

＜未来に向けた旅行業の任務と使命＞

＜政策的課題＞　観光立国を推進するための基本となる課題

・新しい旅のライフスタイル、価値観の提案
・サステーナブルツーリズムを基本とした持続的経済発展
・旅や観光による友好・平和な社会の実現

・安心・安全の旅を提供する信頼の旅行業界
・SNS利用、体験・テーマ型、若年層促進等の新ビジネスモデル確立
・旅行会社の価値創出（店舗・カウンターの価値）

＜価値創造への課題＞　旅行業の社会的地位向上と安定した利益確保

・高齢者雇用政策の対応（人材バンク等）　　　　　
・空港民営化政策への対応
・ＬＣＣ本格就航への対応
・海外オンラインエージェントの参入への対応（業法適用外）
・旅行需要喚起税制への取組み強化
・eTBT、ボンド制度等各種制度の課題検討
・「安全・安心の旅」の提供に向けた対応

・経営者層の育成と優秀な人材の確保
・業界向け表彰・顕彰制度の検討
・ ＪＡＴＡを含む業界全体のＣＳＲ活動活性化
・会員企業のコンプライアンス強化
・ネット時代の募集型企画旅行と手配旅行の再定義
・業界連携した省力、省コスト化

＜全体に共通する課題＞　海外、国内、訪日旅行の課題解決に向け同時に検討する制度・環境面等の共通課題

・旅行による大震災復興支援活動の展開
・募集型企画旅行の販売価格の柔軟化
・現地着地型ツアー実施の容易化（第3種旅行業登録の資格要件緩和等）
・時代に合わせた旅館の価値向上（泊食分離、格付け評価）
・ユニバーサルツーリズムへの対応
・国内クルーズ市場の開拓
・行政枠を超えた広域連携による観光の推進（ストーリー化）

海外・国内旅行の共通の課題
・旅行実態に即した取消料規定見直し(申込日基準等）

・顧客のライフスタイルにあった魅力的な商品の提供
・節目旅行、記念日旅行など業界を挙げて旅行動機付けキャンペーンづくり
・観光庁等関係省庁との定期、不定期協議
・流通及び取引の健全化・国際標準への取組み強化

国内・訪日旅行の共通の課題
・観光地域の魅力の創出
　　地域ごとに独自の観光戦略を推進支援
　　地域における滞在型コンテンツの充実
　　地域の観光ガイド等の受入人材の育成

＜国内旅行の課題＞　現在のマーケット状況に対応して、 新たな需要を創出する

・航空各社の燃油サーチャージの適正化
・国際航空運賃の上限認可制への移行に対する航空運賃変動リスクへの対応
・都市と地方との海外旅行需要格差の是正（パスポート取得の促進等）
・児童、学生の留学や海外旅行の促進（価格優遇等）
・訪日旅行と連動したツーウェイツーリズム振興
・チャーターGSAの適正化にむけた認可制の導入
・ツアーコンダクター育成活性化
・海外旅行先における安全情報の発信体制の整備と危機管理情報共有と
迅速な対応
・トラベルメディスン（旅行予防医学）の普及など関係医学界との連携強化

・在外日本語ガイド等、日本語サービス環境の維持と改善
・保険販売の強化　付保向上、カード保険対策等
・観光局との協力と観光局機能のない地域のプロモーション支援
・DS事業推進

海外・訪日旅行の共通の課題
・海外・訪日旅行と連動したツーウエイツーリズム振興
・二国間・特定地域間協議の有効活用
・地方自治体、空港港湾、地方運輸局等との連携
・感染症（フェーズレベルが高い鳥インフル等）対策

＜海外旅行の課題＞　激変する航空環境に対応して、需要の喚起とともに、旅行事業者が適正な収益を確保できる体制を構築する

・震災・原発事故による負のイメージの払拭
・VJ重点市場への査証（VISA）緩和
・インバウンド事業者適正化(法整備や認証制度の導入)
・ゴールデンルート以外の魅力的なルート開発

・ＭＩＣＥ受入環境の更なる整備と海外プロモーション強化
・外航クルーズの各種整備・規制緩和
・通訳案内士制度、両替、免税制度の改善
・個人旅行客の受入環境整備（ICT化、二次交通、バリアフリー等）提言、要望

＜訪日インバウンドの課題＞　インフラ・制度等の阻害要因を改善し、訪日外国人観光客の質的・量的拡大を図る

１． 国内における旅行消費額 ： 30兆円
２． 訪日外国人旅行者数 ： 1800万人
３． 訪日外国人の満足度 ： 大変満足45％程度、必ず再訪したい60％程度
４． 国際会議の開催件数 ： 5割以上増

５． 日本人の海外旅行者数 ： 2000万人
６． 国内宿泊観光旅行の年間平均宿泊数 ： 2.5泊
７． 国内観光地域の旅行者満足度 ： 大変満足・必ず再訪したい25％程度
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国土交通大臣賞／パッケージ部門グランプリ
新提案 2011ワールドサマービレッジ　
アルプスの古都 インスブルック長期滞在の旅 8日間、10日間、
16日間、30日間
㈱ワールド航空サービス 商品造成室  乗田憲一さん
ツアー造成のコンセプトは「一つの街を、故郷のように感じても
らう」というもの。7日間の滞在ではなく、16日間、30日間という期
間を設定するなど、初めての試みも多く、心配は尽きませんで
したが、2度目の添乗で現地を訪れた際、30日間のプランで滞
在しているお客様から「お帰りなさい」と言われた時に、すべ
ての心配を忘れるほどのうれしさを感じました。多大な協力を
いただいたインスブルック観光局をはじめ、関係者の方々にお
礼したいと思います。

観光庁長官賞（国内）
【がんばろう三陸復興支援ツアー】
港町に鳴り響く…鉄道の音、船の汽笛、朝の喧騒
「絆」でつなぐ三陸路2日間
クラブツーリズム㈱　第2国内旅行センター・北東北担当リーダー  
旭岡智子さん
昨年の3月11日、私自身が添乗中の松島で震災に遭い
ました。地元の方は自分たちが大変なのにも関わらず、
観光客のために食料を分けてくれたりと、いろいろ助け
てくださった。恩返しのツアーを作ることは義務だ、と固
く誓っていただけに、今回の受賞は本当に嬉しいです。
あの震災を風化させないよう、継続して被災地を訪れる
ツアーをつくり、旅行会社としての「支援」をしていきたい
と思います。

海外旅行部門・市場拡大貢献部門グランプリ
日本航空ビジネスクラス利用　南米世界遺産紀行12日間
㈱阪急交通社 メディア営業三部海外営業二課二係 
森山太一さん
南米を売るためには、ツアー参加者の体力的な負担の
軽減が必要だと考えました。移動も米国で途中、1泊す
るほうが、一見無駄なようで、体には楽。羽田発深夜の
便を利用するなどで、魅力的な価格も実現できました。
審査でも、内容に対する値ごろ感と、送客実績のインパ
クトが評価された、と思います。

SIT部門グランプリ
家族で海外旅行　標本作り又は蛍鑑賞ツアーが選べるボルネオ島5・6日間
㈱エイチ・アイ・エス　関東ツアー事業部東南アジアチーム・マレーシア担当 
荒関ひとみさん
家族旅行パンフレットの企画だったので、子供たちが行
きたいと思う内容作りに腐心しました。夏休みに家族で
海外へ行くのは貴重な体験。日本に持ち帰れてずっと
思い出になるもの、さらに宿題の自由研究にもなる素材
を探して、昆虫の標本作りや蛍鑑賞を提案したのが評
価されたのだと思います。

観光庁長官賞（海外）
JTBお買得旅「B級グルメを楽しむ アジア」
㈱JTBワールドバケーションズ 西日本販売本部営業第2部アジア・中国
チーム企画担当マネージャー 山本琢磨さん
このような賞をいただけて、苦労して商品を作った
甲斐がありました。関西の人たちは特に食への関
心が高く、しかし地元の人が行く人気の店は意外
と交通が不便で、言葉も通じない。だからこそ、こ
のツアーを作る意義があると思いました。店はソウ
ルやバンコクなど6方面、何百というなかから味や
衛生面の点から厳選しました。協力していただい
た現地のオペレーターはじめ関係者の方々にも、
感謝したいです。

国内・訪日旅行部門グランプリ
8D jalan JEPUN～TAIWAN Bersama DJ Warna 
94.2fm（ムスリム沖縄4泊5日ツアー）
沖縄ツーリスト㈱　国際事業本部国際部主任 
デニス・トルトーナさん、宮部樹海さん
イスラム圏のお客様の受け入れは、
当社としては初めての試みでしたが
「実は、難しくない」というのが率直
な感想です。今回のツアーを機に、
マレーシアやインドネシアからの団
体受け入れも決まっています。これ
を機に、日本全国にイスラム圏団体
受け入れの取り組みが広がればと
思います。

デスティネーション開発部門グランプリ
雨季のウユニ塩湖を訪ねて
㈱西遊旅行 営業課課長 奥井雅一さん
「ボリビアは、高校時代に交換留学生として暮らした
第二の故郷。自信作でしたが、やはり受賞は非常に嬉
しい。雨季の塩湖は、夜は足元が悪い。満点の星空も
当たり前の風景で、現地側に企画の意図を理解しても
らうのに苦労しました。人気のウユニ塩湖を取り上げた
企画は他にもあったが、塩湖に3連泊するなど、その魅
力を丁寧に掘り下げた内容が評価されたと思います。

審査員特別賞 4作品
●国内・訪日旅行部門
1 瀬戸内アートトラベル　クラブツーリズム㈱
2 心の翼トラベルヘルパー養成講座実習ツアー
   （①旅行者②家族③ヘルパー同時募集）　㈱昭和観光社

●海外旅行部門
1「地球の詩」神々の棲むネパール　㈱JTBワールドバケーションズ
2 アルバニアとマケドニア、バルカン半島探訪　8日間　㈱ユーラシア旅行社

ツアーグランプリ2012
（Tour Grand Prix 2012）
応募148作品の中から受賞11作品を選出
国土交通大臣賞は
「インスブルック長期滞在の旅」

　ツアーグランプリ2012（Tour Grand Prix 2012）の各賞が下記の通
り決定しました。全応募148作品のなかから受賞11作品を選出。ツアー
グランプリ審査委員長を務める日本旅行作家協会の兼高かおる名誉
会長は、「今年は新しい感性や取り組みを感じる作品が目立った。世界
の国々を実際に肌で感じることができる旅行は、次世代の教育や、異

文化間の相互理解につながる」と総評。また井手憲文観光庁長官は
「優れた内容を持ち、同時に人々を楽しませることができる旅行商品
は、観光立国を目指す我が国にとって何より重要。受賞された皆様に感
謝したい」と挨拶しました。国土交通大臣賞、観光庁長官賞、各部門グ
ランプリ受賞各者に喜びの声をお聞きしました。
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つ
い
に
動
き
始
め
た
20
代
男
性

　

2
0
0
8
年
の
金
融
危
機（
い
わ
ゆ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）、
そ
し
て
2
0
1
1
年
の
東

日
本
大
震
災
と
い
う
二
つ
の
ク
ラ
イ
シ
ス
を

境
と
し
て
、
90
年
代
半
ば
以
降
、
15
年
近
く

に
わ
た
っ
て
減
少
傾
向
が
続
い
た
若
年
層
の

旅
行
市
場
に
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

金
融
危
機
後
の
変
化
は
長
ら
く
続
い
た
円
安

基
調
が
円
高
基
調
に
転
換
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
た
も
の
で
、
市
場
の
反
応
は
若
年

女
性
の
近
場
の
海
外
旅
行
を
中
心
と
し
た
や

や
〝
局
地
的
〞
な
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
東

日
本
大
震
災
の
後
、
こ
の
流
れ
は
一
段
と
大

き
く
な
っ
て
20
代
男
性
を
巻
き
込
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
国
内
旅
行
で
も
若
年
層
の
反
転
を

示
唆
す
る
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。
今
年
7
月
末
に
発
表
さ
れ
た「
じ
ゃ
ら
ん

宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
2
」
な
ど
が
そ
の
一

例
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
と
も
す
る
と
、
消
費
意

欲
が
低
く
全
般
的
に
非
活
発
、
と
い
っ
た
か

た
ち
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
若
年
層
で
す
が
、

も
は
や
そ
の
よ
う
な
十
把
一
絡
げ
な
〝
若
者

観
〞
で
は
先
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
逸
す

る
こ
と
請
け
合
い
、と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

グ
ラ
フ
は
9
月
上
旬
の
本
原
稿
執
筆
時

点
で
こ
の
夏
の
市
場
動
向
を
性
年
代
別
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
手
が
か
り
で
あ

る
旅
券
発
給
数
で
す
。
旅
券
発
給
数
は
パ
ス

ポ
ー
ト
ホ
ル
ダ
ー
の
割
合
が
低
い
若
年
層
で

は
旅
行
者
数
と
大
変
よ
く
シ
ン
ク
ロ
し
た
動

き
を
し
ま
す
。
こ
の
旅
券
発
給
数
で
み
て
7

月
ま
で
の
今
年
前
半
に
お
い
て
20
代
で
は
男

性
が
女
性
を
上
回
る
勢
い
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

旅
券
発
給
数
よ
り
1
カ
月
遅
れ
て
発
表
さ

れ
る
性
年
代
別
旅
行
者
数
で
は
男
女
差
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
若
年
層
の
消
費
で

は
女
性
が
男
性
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
の
が

定
番
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
へ
き
て
、

若
年
男
性
の
間
に
、特
に
「
旅
」
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
、
今
ま
で
と
若
干
異
な
る
マ
イ
ン

ド
が
働
き
始
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　〝
自
己
投
資
〞が
旅
の
き
っ
か
け
？

　

男
性
の
グ
ラ
フ
を
丁
寧
に
観
察
し
て
い
た

だ
く
と
、
夏
休
み
直
前
の
７
月
の
旅
券
発
給

数
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。こ
れ
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
20
代
男
性
の
間
で
夏
休
み
絡
み

の
海
外
旅
行
に
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
学
生
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
会
社
員
？
彼
女
に
誘
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
親
と
一
緒
の

家
族
旅
行
、
そ
れ
と
も
〝
ひ
と
り
旅
〞
？
残

念
で
す
が
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
デ
ー
タ

は
筆
者
も
ま
だ
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
現
在
、
仮
説
と
し
て
温
め
て
い

る
の
は
、
こ
の
盛
り
上
が
り
は
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
〝
自
己
投
資
〞
的
な
動
機
づ
け
で

計
画
さ
れ
た
旅
行
の
伸
び
を
示
唆
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
4
月
上
旬
に
は
日
経
M
J
が
34
歳
以

下
の
男
性
単
身
世
帯
の
家
計
支
出
が
大
き
く

伸
び
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
て
お

り
、
こ
れ
は
健
康
や
趣
味
、
交
際
と
い
っ
た

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
〝
自
己
投
資
〞
に
彼
ら

が
動
き
出
し
た
た
め
、
と
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漏
れ
聞
い
た
話
で
す
が
、
東
京

の
あ
る
語
学
学
校
で
は
、
一
年
で
最
も
忙
し

い
は
ず
の
夏
休
み
の
需
要
が
例
年
に
な
く
弱

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

震
災
を
経
て
若
年
男
子
が
動
き
始
め
た
の

は
彼
ら
こ
そ
が
〝
時
代
の
変
化
に
最
も
敏
感

な
層
だ
か
ら
〞
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
旅
行
業
界
は
そ
ん
な
彼
ら
に
意

味
あ
る
旅
行
体
験
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
旅
行
業
界
に
と
っ
て

今
ま
で
に
な
く
深
く
本
質
的
な
試
練
な
の
で

は
な
い
か
、
そ
う
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
若
年
層
の
旅
行
や
消
費
動
向
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
女
性
が
常
に
先
行
し
て
き
た
若
年
層
で
す
が
、
こ
の
夏
の
旅

行
デ
ー
タ
か
ら
は〝
も
っ
と
男
性
の
動
き
に
注
目
す
べ
き
〞と
い
う
サ
イ
ン
が
読
み
取
れ
ま
す
。
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20代男女の旅券発給数の動向

2
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0
9
年
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月
を
1
0
0
と
す
る
指
数

旅券発給数、旅行者数とも季節波動を除去した12カ月移動平均値
2009 2010 2011 2012
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年
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20代男性 旅券発給数
20代男性 旅行者数
20代女性 旅券発給数
20代女性 旅行者数
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向かって左から2人目がカメルーンのベロ・ヴバ・マイガリ観光大臣、中央 菊間潤吾会長、
向かって左がピエー・ンゼンゲ大使閣下

左 インドネシアのマリ・エルカ・パンゲストゥ観光・経済大臣、 右 菊間潤吾会長 中央がレイ・テノリオ米国グアム準州副知事、左奥の女性がティナ・ムニャ・バーンズ観光大臣

業界向け研修ツアーも検討
モンゴル　9月20日（木）
ナムスライジャブ・エルデネバト　モンゴル旅行業協会副会長
MIATモンゴル航空の増便、モンゴリアン・エアラインズの就
航など、モンゴルへのトラフィックは増え、宿泊設備のインフラ
も整いつつあるところ。このたびは旅行商品の造成拡大の
機会であることをアピールすべく、旅行会社5社が出展。「業
界向けの研修ツアーも検討しています」と副会長。また、
VW事業の重点デスティネーションの指定に向けて関係者
と検討を進めていきたいと話していました。

羽田からの直行便を要請中
グアム　9月21日（金）
レイ・テノリオ米国グアム準州副知事、ティナ・ムニャ・バーンズ観光大臣
「観光大臣が来日して、日本のホスピタリティを視察してい
ます。羽田からグアムへの直行便の就航を要請している
ところで、一層の観光客誘致に努力しています」とレイ・
テノリオ米国グアム準州副知事。従来のファミリー層に加
え、若い人や女性客誘致に向けて、おしゃれなデスティ
ネーションのイメージをいかに打ち出すか、話に花が咲き
ました。

大使館の観光セミナーにご参加を
キューバ　9月22日（土）
アンドレス・ゴンザレス・バジエステル駐日キューバ大使館代理大使、エセキエル・
ディアス・ルエダ経済・通商担当参事官
「キューバは明るく元気で、フレンドリー、そしてヒーローの国、レジェンドの国とし
て、日本人だけでなく、外国人にとっても魅力のある国。それをよりPRすれば、
キューバを訪れる観光客は増えると思います」と菊間会長。「キューバは治安
も良いし、安心して旅行いただける国です。観光客誘致のため、大使館では2
～3カ月に1度は観光セミナーを行っているので、ぜひ、会員各社もご参加くださ
い」とアンドレス・ゴンザレス・バジエステル駐日キューバ大使館代理大使。

直行便就航を交渉しています
ケニア　9月21日（金）
ダンソン・ムワゾ観光大臣
「今年、ケニアへの渡航者数は去年より17％増となりました。ア
フリカの中では人気のあるデスティネーションだと思います。現
在、ナイロビと日本間の直行便を就航するために交渉してい
ます。治安の面でも政府がいろいろ対策をとっているので、安
全な旅行が楽しめるでしょう」とダンソン・ムワゾ観光大臣。日
本からケニアまで中東の航空会社が飛んでいることもあって、
ケニアへの日本人旅行者の増加に期待を寄せていました。

近くなったカメルーンにぜひどうぞ
カメルーン　9月22日（土）
ベロ・ヴバ・マイガリ観光大臣、ピエー・ンゼンゲ大使閣下
「中東経由のフライトで日本からの渡航が近くなりました。年
間、カメルーンを訪れる日本人は1000人程度ですが、数は少
しずつ増えています」とベロ・ヴバ・マイガリ観光大臣。「日本
人の観光客を誘致するためには、まず、カメルーンの認知を
高めることが必要。例えば、大使館主催による旅行会社向
けセミナーや、一般消費者向けイベントを行うことをお勧めし
ます」と菊間会長。

いっそうの観光交流を
インドネシア　9月22日（土）
マリ・エルカ・パンゲストゥ観光・経済大臣
インドネシアブースにて、マリ・エルカ・パン
ゲストゥ観光・経済大臣と懇談。
大臣はインドネシアの安全性を強調する
とともに、バリ島以外にも多くの日本人旅
行者が来てくれるようアピール。さらに、
両国間のいっそうの観光交流のために
協力し合うことを約束しました。

要人往来
in 旅博2012

旅博2012が開催される中、9月20日
（木）、9月21日（金）、22日（土）の3日間、
合わせて6カ国から表敬訪問をいただ
きました。
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Japanese Overseas Travelers     （Unit: Persons）
Month 2011 2012 Change
1
Jan. 1,282,348 1,331,144 3.8
2
Feb. 1,391,193 1,572,587 13.0
3
Mar. 1,420,584 1,737,033 22.3
4
Apr. 1,114,906 1,410,963 26.6
5
May. 1,152,339 1,431,204 24.2
6
Jun. 1,267,227 1,481,674 16.9
1～6
Jan.-Jun. 7,628,597 8,964,605 17.5
7
Jul. 1,465,379 1,595,000 8.8
8
Aug. 1,786,412 1,965,000 10.0
1～8
Jan.-Aug. 10,880,388 12,525,000 15.1
1～12
Jan.-Dec. 16,994,200
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事務局
便り

　今号より「じゃたこみ」を誌面刷新しました。これ
までの隔月発行から毎月発行に変更、さらにページ
ボリュームも12ページから倍増の24ページに増や
しております。今月号の内容はいかがだったでしょ
うか。会員の皆様のお役にたてるよう、今後とも有
益な情報の発信に事務局一同努めてまいる所存
です。
　さて、JATA国際観光フォーラム、旅博も大盛況

のうちに閉幕しました。そして仕事の秋？10月から
11月にかけてのJATA本部・支部の委員会やセミ
ナー活動も以下の通り大盛況です。この「じゃたこ
み」を通じて、こうした本部・支部の活動について適
宜ご報告してまいります。主たる活動につきまして
は、特集仕立ての記事やVIPインタビューなども織
り混ぜながら、積極的に情報発信してまいります。
是非、ご注目ください。

10月11日 ＶＷ事業推進特別委員会／本部
10月11日 海外旅行委員会／関東支部
10月12日 空港委員会／中部支部
10月13日 国内旅行委員会／沖縄支部
10月15日～16日 国内旅行委員会／関東支部
10月17日 総務・消費相談委員会／中部支部
10月17日 実務委員会／九州支部
10月18日 幹事会／中部支部
10月19日 海外旅行委員会／九州支部
10月22日 教育研修委員会／九州支部
11月22日 国内旅行推進委員会／本部
11月27日 国内旅行委員会／関東支部
11月28日 総務委員会／関東支部
11月29日 幹事会／関東支部
11月30日 研修・試験委員会／本部
12月3日～4日 法制委員会／本部

10月13日～14日 ソラ行け旅フェスタ(仙台)
10月20日～21日 海外旅行フェア(札幌) 

10月15日 高野・熊野セミナー／国内旅行推進委員会
10月16日 税務セミナー／旅行業経営委員会

10月16日～23日 ＮＺセミナー(広島・岡山・高松・松山・札幌)／海外旅行推進委員会

10月19日 富士山麓での外来植物の駆除活動／社
会貢献委員会

10月23日～26日 旅程管理研修(東京)

10月25日～26日 高野・熊野実地踏査／国内旅行推進委員会

11月3日～4日 いいやま家族収穫体験ツアー／国内旅
行推進委員会

11月3日 「JATAの森」間伐の実地活動／社会貢
献委員会

11月10日～11日 房総・飯山家族収穫体験ツアー／国内旅行推進委員会
11月12日 アセアンセミナー／海外旅行推進委員会

11月15日～19日 タイ・カウンター対象研修旅行(東京)／海外旅行推進委員会
12月3日～4日 JATA東北復興支援1000人プロジェクト
11月28日 総務委員会／関東支部
11月29日 幹事会／関東支部
11月30日 研修・試験委員会／本部
12月3日～4日 法制委員会／本部

�������	���
2012年度「1ウィークバカンス」
キャンペーン実施中
　国内旅行活性化事業として長期連続休暇の取得促
進と国内観光旅行の振興に向けた取組みを推進して
いる（社）日本観光振興協会の活動にＪＡＴＡも後援し
ています。
   今年は開始時期を夏休みに合わせ従来より約2か
月前倒して初めて7月にスタートし、全国規模で「1
ウィークバカンス」キャンペーンを展開しています。
　より多くの人々が最低1週間程度の休暇を取得・活
用して長期の旅行＝「長旅」に出かける機運を盛り上
げます。

■キャンペーン期間
　 2012年7月 から 2013年3月末
■ポスター掲出期間
   2012年7月 から 2013年3月末
■キャンペーンホームページ
    http://1wv.jp
■キャッチコピー
　 「1年1度は、長旅へ。」
  長期連続休暇で、いつもと違う「長旅」に出かけよう！！
■実施内容
　（1）「1ウィークバカンス」キャンペーンポスター制作・掲出
　（2） オリジナルロゴマークの制作・ＰＲ活動
　（3）「1ウィークバカンス」WEBサイトの全面リニューアル
　（4）①第2回「旅行川柳コンテスト」の実施
　　　  2012年8月20日 から 9月30日 17時まで
　　  ②「プレゼントアンケート」の実施
　　　  2012年10月15日 から 11月15日まで（予定）

●JATA業務予定表　10月10日（木）日～12月4日（火）
※予定表は変わることがあります。詳しくはJATAホームページ
（会員限定ページ）をご覧ください。
本部・支部の委員会（予定）

●一般消費者向け旅行イベント
※詳細は各イベントホームページをご覧ください。

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、す
でに申込受付締切をした研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）をご確認ください。
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素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外） ウユニ塩湖［ボリビア］

「天空の鏡」ウユニ塩湖塩でできたホテルの客室

神
秘
に
満
ち
た
「
天
空
の
鏡
」

　
　
雨
季
の
水
面
に
は
満
天
の
星
空
も

　
2
0
1
2
年
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
開
発
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
「
雨
季
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
を
訪
ね
て
」（
西
遊

旅
行
）。
ま
た
、
旅
博
来
場
者
や
一
般
投
票
で

選
ぶ〝
お
も
し
ろ
旅
〞の
第
１
位
に
も「
ウ
ユ
ニ

塩
湖
の
星
空・天
空
の
鏡
」（
ス
ー
ル
ト
レ
ッ
ク・

ジ
ャ
パ
ン
）
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。〝
地
球
の
神

秘
〞
と
い
わ
れ
る
「
ウ
ユ
ニ
塩
湖
」
を
、ツ
ア
ー

素
材
と
い
う
観
点
か
ら
検
証
し
て
み
ま
す
。

ア
ン
デ
ス
の
歴
史
が
形
成
し
た
塩
原

　

南
米
大
陸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る

ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
。
日
本
の
約
3
倍
と
い
う

1
0
9
万
8
5
8
1
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国

土
は
、
標
高
4
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
々

が
連
な
る
ア
ン
デ
ス
高
地
か
ら
熱
帯
雨
林
や
サ

バ
ン
ナ
が
広
が
る
低
地
ま
で
、
多
彩
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ル
ー
と
の
国
境
に
ま
た
が
り
、
海
抜
約

3
8
0
0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
富
士
山
よ
り
高
い
場

所
に
あ
る
ティティカ
カ
湖
は
、
琵
琶
湖
の
12
倍
に

及
ぶ
約
8
7
0
0
メ
ー
ト
ルの
面
積
と
最
高
水
深

が
2
8
0
メー
ト
ル
に
達
す
る
淡
水
湖
と
し
て
、日

本
で
も
良
く
知
ら
れ
た
存
在
で
す
。

　

一
方
、
は
る
か
昔
の
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
隆

起
し
、
現
在
の
よ
う
な
標
高
6
0
0
0
メ
ー
ト

ル
の
山
々
を
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
ア
ン

デ
ス
山
脈
は
、
か
つ
て
海
の
底
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
独
特
の
塩
原
を
形

成
し
て
き
た
歴
史
も
持
っ
て
い
ま
す
。
一
帯

の
土
地
に
は
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
約

2
万
年
前
に
気
候
が
温
暖
に
な
っ
て
氷
河
が
溶

け
出
し
た
際
、
溶
け
た
水
が
流
れ
出
る
川
が
な

か
っ
た
た
め
、
地
中
の
塩
分
を
含
ん
だ
水
は
盆

地
状
の
土
地
に
た
ま
り
、
塩
原
が
誕
生
し
た
の

で
す
。

　

塩
原
は
、
7
月
か
ら
10
月
ま
で
の
乾
季
に
は

塩
の
結
晶
が
浮
き
上
が
り
幾
何
学
模
様
が
広

が
る
見
事
な
光
景
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
雨
季

に
冠
水
す
る
と
塩
原
の
表
面
に
水
が
薄
く
広
が

り
、
水
が
蒸
発
す
る
ま
で
の
間
に
「
天
空
の
鏡
」

と
称
さ
れ
る
巨
大
な
塩
湖
の
鏡
が
出
現
し
、
澄

み
切
っ
た
青
空
や
ア
ン
デ
ス
の
山
々
、
さ
ら
に

は
、
満
点
の
星
空
す
ら
映
し
出
す
絶
景
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

塩
原
が
一
般
的
に
は
塩
湖
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
い
の
は
、
そ
の
神
秘
に
満
ち
た
光
景
が
あ

ま
り
に
も
印
象
的
な
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
塩
の
ホ
テ
ル
」も
醍
醐
味
の
一
つ

　
大
小
合
わ
せ
て
十
数
カ
所
に
及
ぶ
と
い
う
塩
湖

の
中
で
も
、
四
国
の
約
半
分
の
面
積
を
持
つウ
ユ

ニ
湖
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
も
最
大
の
塩
湖

と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

空
路
が
開
設
さ
れ
る
以
前
は
、
海
抜
約

3
7
0
0
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
世
界
で
最
も
標

高
の
高
い
首
都・ラ
パ
ス（
憲
法
上
の
首
都
は
ス

ク
レ
）
か
ら
4
W
D
で
移
動
し
て
も
ウ
ユ
ニ
湖
ま

で
は
約
7
時
間
〜
10
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
、航
空
便
を
利
用
す
れ
ば
片
道
1
時
間
ほ

ど
に
ア
ク
セ
ス
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
南
北
約
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル・東
西

約
2
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
地
に
広
が

る
ウ
ユ
ニ
湖
自
体
も
海
抜
約
3
3
0
0
メ
ー
ト

ル
と
い
う
標
高
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

で
訪
れ
る
際
に
は
、
万
全
の
高
山
病
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、通
常
は
、海
抜
約
4
0
0
メー
ト
ル

の
サ
ン
タ
ク
ルス
か
ら
海
抜
約
2
8
0
0
メー
ト
ル

に
位
置
す
る
世
界
文
化
遺
産
の
古
都・ス
ク
レ
な

ど
を
経
て
、
空
路
の
移
動
や
環
境
の
変
化
に
よ
る

疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
、
体
調
を
整
え
て
高
度
順

応
を
図
る
行
程
が
組
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
満
天
の
星
空
を
映
し
出
す
ウ
ユニ
塩
湖

を
楽
し
む
に
は
、
月
の
光
が
邪
魔
を
し
な
い
新
月

の
夜
を
日
程
に
組
み
込
む
工
夫
も
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、塩
湖
周
辺
で
は
、塩
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

建
材
に
使
っ
て
家
な
ど
を
造
る
こ
と
も
珍
し
く

な
く
、
観
光
客
用
に
塩
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
造
ら
れ

た
ホ
テ
ル
も
建
て
ら
れ
て
お
り
、
壁
も
テ
ー
ブ

ル
も
ベ
ッ
ド
も
全
て
塩
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う「
塩

の
ホ
テ
ル
」で
の
滞
在
も
、ウ
ユ
ニ
湖
ツ
ア
ー
の

醍
醐
味
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
日
や
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
る
絶
景
だ
け
で
な

く
、
星
空
を
も
映
し
出
す
ウ
ユ
ニ
塩
湖
。
神
秘

的
な
姿
は
、ま
さ
に「
天
空
の
鏡
」を
実
感
さ
せ

る
も
の
で
す
。
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素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）

三陸鉄道［岩手県］

震災による壊滅的な打撃から
復旧を果たした三陸鉄道・

野田玉川～陸中野田間

復
旧
か
ら
復
興
へ
膨
ら
む
期
待

　
　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
性
化
に
貢
献

　
第
1
回
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
の
国
内
・
訪
日

旅
行
部
門
で
観
光
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た「
が

ん
ば
ろ
う
三
陸
復
興
支
援
ツ
ア
ー
」（
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
三

陸
地
方
。
今
年
4
月
か
ら
三
陸
鉄
道
の
運
転

が
一
部
区
間
で
再
開
さ
れ
、
地
域
の
公
共
交

通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
回
復
す
る
一
方
で
、

復
興
を
担
う
観
光
資
源
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
期
待
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
の
運
行
再
開
で
商
品
化
も
加
速

　

東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
に
未
曽
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
三
陸
鉄

道
に
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
岩
手
県
や
沿
線
市
町
村
な
ど
の

地
元
関
係
者
を
は
じ
め
、
国
や
鉄
道
事
業
者・

企
業
、
全
国
の
ゆ
か
り
の
人
々
な
ど
の
支
援・

協
力
に
よ
り
、
三
陸
鉄
道
は
今
年
4
月
か
ら

北
リ
ア
ス
線
の
田
野
畑・
陸
中
野
田
駅
間
の

24・3
k
m
で
運
行
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
の
望
月
正
彦
社
長
は
運
行
再
開

に
際
し
、「
当
社
の
使
命
は
地
域
住
民
の
皆
様

の
生
活
の
足
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
三
陸
沿

岸
地
域
の
産
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
こ
と
」
と
強
調
。「
被
災
地
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
地
域
振
興
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま

い
り
ま
す
」と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
主
要
旅
行
会
社
が
商
品

化
の
動
き
を
加
速
さ
せ
、
中
小
の
旅
行
会
社

も
商
品
造
成
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
団
体
の
送

客
に
力
を
注
い
で
き
て
い
ま
す
。

　

4
月
末
か
ら
は
、J
R
東
日
本
の
リ
ゾ
ー
ト

列
車
「
う
み
ね
こ
」
が
北
リ
ア
ス
線
の
久
慈
／

田
野
畑
間
に
乗
り
入
れ
、
春・
夏
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
三
陸
沿
岸
地
域
に
岩
手
県
内
外

か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
側
も
今
年
の
夏
休
み
に
は
、
宮

古
／
小
本
間
と
田
野
畑
／
久
慈
間
で
N
H
K

の
人
気
ア
ニ
メ「
忍
た
ま
乱
太
郎
」の
C
D
や

D
V
D
の
広
告
ポ
ス
タ
ー
が
車
両
内
部
を
埋

め
尽
く
す
〝
車
両
ジ
ャ
ッ
ク
〞
を
実
施
し
た
ほ

か
、
三
陸
鉄
道
が
イ
オ
ン・久
慈
市
漁
業
協
同

組
合
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
「
骨
取
り
味

つ
き
さ
ん
ま
」
と
「
し
め
さ
ん
ま
」
の
発
表
会

を
久
慈
駅
前
広
場
で
開
催
す
る
な
ど
、
集
客

の
工
夫
や
話
題
作
り
を
積
極
的
に
進
め
て
き

て
い
ま
す
。

来
春
に
は
N
H
K
の
テ
レ
ビ
小
説
に
も
登
場

　

地
元
高
校
生
な
ど
の
通
学
の
足
と
し
て
、
ま

た
、
高
齢
者
や
通
院
患
者
な
ど
交
通
弱
者
の

足
と
し
て
も
、
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機

関
と
なって
い
る
三
陸
鉄
道
は
、
地
域
の
貴
重
な

観
光
資
源
と
し
て
三
陸
方
面
への
旅
行
商
品
に

は
、必
ず
組
み
込
ま
れ
る
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
震
災
後
は
地
域
の
人
口
減
少
や
駅

周
辺
の
復
興
の
遅
れ
な
ど
か
ら
地
元
の
利
用
が

伸
び
悩
む一
方
、
宿
泊
施
設
も
被
災
し
た
た
め

旅
行
者
の
宿
泊
先
確
保
が
課
題
と
な
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

宿
泊
施
設
も
来
年
か
ら
は
復
旧
に
伴
う
営
業

再
開
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
事
態
の
改
善
が
進

む
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
陸
鉄
道
の
全
線
復
旧
は
2
年
後

と
な
り
ま
す
が
、
北
リ
ア
ス
線
は
既
に
9
割
ま

で
が
復
旧
し
て
お
り
、「
旅
行
商
品
に
も
十
分

に
対
応
で
き
る
状
況
」（
旅
客
サ
ー
ビ
ス
部
）
と

なって
い
ま
す
。
久
慈
／
田
野
畑
間
で
は
、
貸

切
列
車
も
通
常
通
り
の
運
行
が
可
能
な
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
や
駅
の
名
前
は
架
空
の
設
定
と
な
る
も

の
の
、
来
年
4
月
か
ら
放
映
さ
れ
る
N
H
K
の

テ
レ
ビ
小
説
に
も
三
陸
鉄
道
が
登
場
す
る
こ
と

に
なって
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
盛
／
吉
浜
間

で
運
転
が
再
開
さ
れ
る
南
リ
ア
ス
線
で
は
、
新

車
両
の
登
場
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
復
旧

か
ら
復
興
へ
と
向
か
う
三
陸
観
光
の
動
き
に
も

拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

三
陸
鉄
道
で
は
、「
被
災
地
だ
か
ら
と
遠
慮

さ
れ
る
と
、
復
興
が
さ
ら
に
遅
れ
る
だ
け
な
の

で
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
に
三
陸
へ
来
て
い
た
だ

き
、
三
陸
の
現
状
を
見
て
欲
し
い
。
映
像
や
写

真
で
み
る
も
の
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
」（
旅

客
サ
ー
ビ
ス
部
）と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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JATA海外緊急重大事故支援システムのご案内

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ
＜主な対応事例＞
山　射撃場火災事故

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

日本アイラック株式会社　TEL　03-5360-1391

海外で万一の重大事故が発生した場合、
緊急事故対応は大丈夫ですか？
1.支援システム発動対象は海外の企画旅行（募集型・受注型）です。
2.支援システム発動条件は「1名以上の死亡事故」等より発動になります。
3.年会費は42,000円（うち消費税2,000円）になります。

安価な費用で安心のバックアップが得られる
「JATA海外緊急重大事故支援システム」への
ご加入を「企業防衛」のためにぜひご検討ください。

JATA支援システムは、会員専用の「24時間緊急サポートデスク」を提供します。
365日、24時間体制で、事故処理対応に関する相談受付・アドバイスを実施します。

＜国内支援オプションサービス＞
2010年度（第14期）より、JATA支援システム利用会員が実
施する国内の企画旅行中（募集型・受注型）に、緊急事故処理
が発生した場合、企画旅行会社の対応を支援んするための『国
内支援オプションサービス』が設けられました。

～旅行業者に必要とされる保険です。この機会にぜひご加入をご検討ください～
「旅行業者賠償責任保険」と「旅程保証責任保険」のご案内を10月25日より開始します。

JATA会員企業向け団体保険制度のご案内

JATA保険種類

旅行業者にみられる
費用負担事例

契約書面にて明示していた景観（海側
の部屋等）の客室を用意できず、別の
客室（山側の部屋等）が用意された。
旅行開始後に発覚し、旅程保証責任
に定められた変更補償金２％をお客様
に支払う必要が生じた。

旅行を中止すべき状態（悪天候等）に
おいて、不的確な指示をしたことにより
お客様が事故に遭遇し重傷を負わせ
た。
賠償責任をめぐり裁判となり、多額の争
訟費用、賠償金を支払う必要が生じた。

団体保険概要

契約書面に記載した旅程に企画旅行
約款別表に定める重要な変更が生じた
場合に、標準旅行業約款（企画旅行約
款）の旅程保証の規程に基づいて旅行
者に対して変更補償金を負担する場合
に生じる損害を補償します。

旅行業者としての業務を行うにあたり、
職務上相当な注意義務を尽くさなかっ
たことにより、他人の身体に障害を与え
たり、財物を損壊した場合、または財産
上の損害を与えた場合に、被保険者が
法律上の賠償責任を負担することに
よって被る損害を補償します。

補償の対象
となる損害

標準旅行業約款（企画旅行約款）の旅
程保証の規定に定められている別表の
補償率に応じて、旅行業者が旅行者に
支払った変更補償金の額。

法律上の損害賠償金
弁護士費用等の争訟費用
損害防止軽減費用
緊急措置費用
協力費用

対象業務
・企画旅行・企画旅行

・手配旅行
・その他の旅行契約

旅程保証責任保険旅行業者賠償責任保険

＊上記表は、JATA団体保険制度（旅行業者賠償責任保険、旅程保証責任保険）の概要を示したものです。詳細は、パンフレットJATAホームページ・「会
員向け有料サービス」または、㈱ジャタホームページhttp://www.yu-jata.comをご覧ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険㈱
共同引受保険会社：ＡＩＵ保険会社　エース損害保険㈱　ジェイアイ傷害火災保険㈱　三井住友海上火災保険㈱
＊上記保険の内容は、2011年12月1日午後4時から2012年12月1日午後4時までを保険期間とするご契約の内容です。
「補償内容等については、契約者である日本旅行業協会の事務局にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明点がありましたら㈱ジャタまたは引受保険会
社におたずねください。」

12-T-05453


